
第３期大網白里市子ども・子育て支援事業計画について提出された意見と市の考え

No. 頁 意見の概要 意見に対する市の考え

１ － 子供と1日遊べるような場所が大網にはなく、アミリィを建て替え

るか、アミリィ以外の大型商業施設がほしい。

本市では、企業等誘致条例による立地企業への支援や、千葉県と連携

して企業への情報提供を行うなど、商業施設を含む企業等の誘致に

取り組んでおります。

いただいたご意見については、今後の取組の参考とさせていただき

ます。

２ － 資料内の例に上がっている他の市町村と比べ、子育て支援の内容と

しては、そこまで劣っている訳ではないよう思います。ただ、もう少

し子育て事業の内容を充実させてほしい。

・子育て支援センターでのイベントの開催

・（おたふく風邪やインフルエンザ等の）任意の予防接種を一部助成

・マタニティタクシー

・託児所付コワーキングスペースの開設

(在宅の方が子どもを預け、落ち着いて仕事ができる場所)

上記の事業（他の市町村で実施しているものを参考にしました）を、

どれか1つでも実施してくれたらより良いと思う。

・現在も各子育て支援センターでは、各種イベントを開催しておりま

すが、引き継き充実に努めてまいります。

・任意の予防接種については、国から有効性、安全性及び副反応等の

情報が公的に発出されておらず、市から積極的に勧奨を行うこと

が困難なため、接種費用の助成はおこなっておりません。おたふく

かぜや小児インフルエンザ予防接種は、国が定期接種化を検討・審

議しておりますので、今後も国の動向を注視してまいります。

・市内ではマタニティタクシーや陣痛タクシーを専門に実施してい

る業者はありませんが、母子手帳交付時に市内のタクシー会社と

介護タクシーを紹介しております。

・託児所付コワーキングスペースの開設など、多様な保育のあり方に

ついては、引き続き検討してまいります。

３ 63 【放課後児童健全育成事業について（確保方針の項４行目から８行

目）】

「確保量が不足している小学校については提供体制を早期に確保し

ます。」にしていただきたい。「子どもの最善の利益を目指す」本事業

計画として実現すべき項目だと思います。子どもも家庭も空くのを

待っていることは出来ませんから。

頂いたご意見を踏まえ、

「・地域別でみると、大網地域及び増穂地域で量の見込みが確保方策

を上回っており、特に増穂地域の確保量が不足しているため、支援単

位の拡充や民間企業を公募するなど提供体制の確保に努めます。

・また、大網地域においても、一部の小学校で確保量が不足する見込

みのため、支援単位の拡充や民間企業を公募するなど提供体制の確

保に努めます。」に修正します。



４ 67 【児童育成支援拠点事業について（確保方策３行目）】

「・・・・・・調査研究を行って行きます。」を「・・・・・調査研

究を行い関係機関、民間とも連携して実現を目指します。」に変更し

てほしい。国の事業として要請されているもので、現に居場所や送迎

などで困っている家庭が存在するので早急に実施してほしい。

現在、市内に該当施設がないため、必要に応じて市外の施設におい

て、支援に繋げている状況です。当該事業の必要性、重要性は認識し

ていますが、当該事業を実施するにあたり、まずは、他団体の実施状

況などを調査・研究し、その状況に応じて市として判断していく内容

であると考えているため、現行のとおりとします。

５ 70 【子育て援助活動支援事業（ファミサポ事業）について（確保方策２

行目）】

「・・・・・周知を図るとともに・・・」を「・・・・・・周知を図

るとともに、NPO法人お助け隊とも連携して取り組み、当該事業を

支える・・・・・・」にしてほしい。現状もファミサポの対応が難し

い事例などでお助け隊が支援いただいていると」聞きます。直接の連

携があった方が利用者にとって有り難いと考えます。

子育て援助活動支援事業の確保方策としましては、安定した提供体

制を維持するため、提供会員の確保が重要であり、広報紙、ホームペ

ージを通じて募集に努めます。

頂いたご意見は、子育て援助活動支援事業を実施する上で、参考にさ

せていただきます。

６ 72 「実費徴収に係る補足給付を行う事業」を低所得層や多子世帯だけ

でなく一般課税世帯にも行ってほしい

（課税世帯には恩恵が少なく、不公平感が凄い）

当該事業については、低所得で生計が困難である者等の子どもの保

護者が、施設等に支払うべき実費徴収に係る費用の一部を補助する

ことにより、円滑な利用が図られ、もってすべての子どもの健やかな

成長を支援することを目的としているため、一般課税世帯への拡充

は予定しておりません。

７ 77 【子どもの居場所づくりの取組内容】

民間と協働しながら子どもの居場所づくりを進めます。について、2

期計画と全く同じで具体的な居場所づくりが進展しているように見

えません。

同時に２期計画にあった「中学校区単位に子どもの遊び場所の整備

を図る」が除かれました。整備が進んだのでしょうか？

進んでいなければ３期事業計画としてあげてほしい。

この項にアンケートの要望に応える、具体的な居場所づくりを図る

ことを事業計画としてほしい。

・指定管理者制度を活用し、市内の公立学童保育室の運営をはじめ、

指定管理者と協力して放課後の居場所づくりに努めます。

・また、市教育委員会では、子どもの居場所として市内小学校全７校

の余裕教室等を利用した「放課後子ども教室事業」を今後も継続し

てまいります。



※意見は一部要約して掲載しています。

８ 81 【多様な子どもの居場所づくりの項】

ようやく計画として取り上げられたことを感謝します。１期計画以

降「まちかど児童館」という言い方で提案してきましたが実現の方向

性が示された事に大賛成です。

同時にアンケート結果にあるように「子ども連れが出かけやすく楽

しめる場所を増やしてほしい」の要望に応える事業計画を提起して

ほしい。（提起する項はどこでも良いのですが）

頂いたご意見は、子ども・子育て支援を推進する上で、今後の参考に

させていただきます。

９ 83 【開かれた学校づくりの項】

取組内容に、「地域の開かれた学校づくりのため、教育サポーター制

度の導入を検討して民間の力の協力を得ます。」を入れてほしい。学

校サポーターの導入を提案してきましたが実現できないようなの

で、文科省の進める教育サポーター制度の導入を提案します。

本市では、各学校の状況に応じて地域の人材を活用し、読み聞かせや

ICT支援、部活動の外部指導、昔遊びや福祉教育、税に関する指導な

どの取組が行われています。さまざまな分野で活動を支援している

ため、現行のとおりとします。

10 94 【放課後児童健全育成事業の取組内容５行目】

「・・・・整備について検討します。」を「・・・・・整備を図りま

す。」としてほしい。子どもは待っていることが出来ません。成長し

てしまいます。

No.3 と同様に、「支援単位の拡充や民間企業を公募するなど提供体

制の確保に努めます。」に修正します。

11 98 【子育て関連団体のネットワーク化の取組内容について】

「・・・ネットワーク化を図り連携・・・・・」

を「・・・・ネットワーク化を図り連携した活動を行えるよう支援す

ると共に、協働で地域の子育て支援活動の活性化を図ります。」にし

てほしい。

1期計画以降、同様な内容が継続されているが、子育て関連団体の連

携した活動が出来るようにはなっていない。コロナ禍以降全く進ん

でいない。行政と民間が上手に手を組み協働で子育て支援を更に充

実させる事によって子どもの最善の利益の確保の一助になると思

う。

地域の子育て支援活動については、「定住化の推進」の「子育てしや

すい環境づくりや施策を行い、子育て世帯の定住化を推進する」取組

の中で、幅広く検討します。

「子育て関連団体等のネットワーク化」事業の取組内容については

現行のとおりとします。


